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「
が
ん
ば
ろ
う
佐
用
町
・
屋
台
村
」
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
町
内
の
老
舗
し
ょ
う
ゆ
店
「
金

上
食
品
工
業
」の
樽た
る

を
使
っ
た
寄
せ
書
き
が
行
わ
れ
、思
い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
中
山
玄
樹
く
ん
（
下
徳
久
下
）
は
、「I  believe  in  the  revival  of  sayo

（
佐

用
町
の
復
興
を
信
じ
て
い
ま
す
）｣

と
書
い
た
後
、
来
場
者
を
笑
顔
で
迎
え
て
い
ま
し
た
（
関
連
記
事
６
㌻
）。

「
佐
用
町
の
復
興
を
信
じ
て
い
ま
す
」
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災
害
発
生
か
ら
２
か
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
佐
用
町
の
災
害
を
知
っ

て
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
救
援
物
資
が
届
き
ま
し
た
。
ま
た
物
資
と
と
も
に
、
温
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
、
多
く
の
か
た
が
、
佐
用
町
を
心

か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

物
資
と
と
も
に
届
い
た
「
エ
ー
ル
」

　私は 88 歳、戦災（大阪空襲）で

家が焼失、室戸台風で床上 80 セン

チの浸水、阪神大震災で家の外壁が

落ちるといった被害にあいました。

　穏やかな日常を取り戻すのは努力

のいるところですが、体をご自愛し

つつ頑張ってください。

　昨年、介護付の施設に入りました

ので、家を処分しました。何も無く、

何とか使わないものを集めて荷を作

りました。多忙の中、わずらわしい

でしょうが、役立ててください。

　大阪に住んでいたときの隣人が佐

用の人でした。学生のとき、数学の

先生が佐用出身でした。

　　　　　　　千葉県佐倉市　女性

　水もまだ不足しているのでしょうか。
　毎日大変つらい作業をされているのでしょうか。　Ｔシャツを中心に、衣類を用意してみました。よかったら着替えに利用してください。くつは全て洗っています。　危ない足元の作業で、足をけがされたら大切な体なのに大変です。よかったら使ってください。すいません、新品じゃなくて、申し訳ないです。

　　　　　　　姫路市　女性

特
集
／
メ
ッ
セ
ー
ジ
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　紀州みなべ梅干生産協議会

では、地震や大雨による洪水・

土砂崩れなどの災害に備えて

梅干を備蓄し、いざというと

きに被災地へ救援物資を送ろ

うと活動をしています。

　梅干はおにぎりとして、ま

た食が進まないときに食べて

いただければ、と思っていま

す。食中毒防止の効果もある

といわれ、保存もききます。

大変な状況だと思います。頑

張ってください。

　   　　紀州みなべ梅干生産者

　どうか生きてゆく情熱の魂は、失わないでくださいね。　佐用町が大好きです。　本当に、佐用町には都会ではもはや失われてしまった、人が人らしく生きていくためのたくさんの愛や、信じあう心がある町だと、つくづく感じ、息子の高校へ行くたびに、心温かくなって帰路に着いていた私です。
　お体を、どうか大切になさってくださいね。
　無理なさらないでくださいね。　明日を信じて、共にがんばりましょうね。

　　　　　　　　　姫路市　女性

　私は姫路の出身ですが、佐用町

にも懐かしい思い出があります。

　このたびの災害に心を痛め、お

よばずながら勤務先の郵便局に

「使う予定のないタオルを」と掲

げた箱を置きましたが、名も告げ

ずお客さまがタオルを置いていっ

てくださいます。本当にうれしい

です。
　少ないですが、お客さまのお気

持ちとともに、タオルをお送りし

ます。
　みなさんお疲れのことと存じま

す。ご健康をあわせてお祈り申し

上げます。

　　　　　　大阪府池田市　男性

　本当にお疲れのことだと思います。避難されているかたがた（小さいお子さんをお持ちのママさん）に、少しですが、気持ちだけ・・・支援物資を送らせていただきます。
　阪神大震災のとき、みんなで助け合い、神戸は元気になりました。

　いつか佐用町の皆さまも心からの笑顔を取り戻される日がきますように。
　　　　　　　　大阪市　女性



�

　私共も地震にあい、皆さまに助けて

いただき、あのときの感動を忘れてい

ません。

　一日も早く、笑顔がお戻りになるこ

とをお祈りいたします。

　　　　　　　　　　　芦屋市　女性

　義援金が送れないので、物資を少しだけ送らせてもらいます。　すべて新品ですが、使用せずに何年もおいてあったものばかりで、お気にいらない物もあると思います。
　私も病気で仕事もなく、つらいときもありますが、たくさんのかたに日々助けられながら、生きています。

　どうか頑張ってください。

　　　　　愛知県岩倉市　男性

　ボランティアにかけつけたいところですが、今、私に出来ることを考え、手づくりマスクを作りました。　復旧活動のとき、使用していただければ幸いです。　 残 暑 厳 し い 折、 皆 さ ま、お体をご自愛くださいませ。

　　　　　　長野県　男性

　わずかではありますが、復興のた

めの資材として、タオル 50 枚をご

活用ください。

　九州北部を襲った７月 24 日～

25 日の集中豪雨によって、当事務

所が管理する河川が氾濫し、床上浸

水被害、護岸崩壊などが多数発生し

ました。
　私たちも行政として、県民の命を

守るとともに、心を豊かにする河川

にいち早く戻るよう努力していると

ころです。

　被災者の皆さまもお体に気をつけ

て、作業にのぞまれてください。

　　　　　福岡県北九州土木事務所

物資とともに
　届いた「エール」

　テレビの映像から、お手伝い
に参加せねばと思いつつ、仕事
の都合で行けません。
　幼児や小・中学生もおられる
と思います。
　私の廃業した文具店の倉庫か
ら、少しでも使える物をお送り
させていただきます。
　まだまだ暑い日が続き、作業
も大変かと思います。
　どうか、頑張ってください。

　　　　　　　　神戸市　男性
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　私は佐用町平福地区に住んでおりました。昨年の夏は、子どもを連れて魚をとりに行った佐用川が豪雨で氾らんし、佐用町に甚大な被害をもたらしたニュースを見ました。美しい町のあまりの変わりように、驚きを隠せません。　私は今、佐用を離れ、遠くに住んではおりますが、何か皆さまの手助けができればと思い、わずかではありますが支援物資を送らせていただきました。
　タオル類はこちらサンフランシスコに住む日本人の有志、夫の職場の同僚などからいただきました。　一日も早い佐用町の復興を願っています。

　　　　サンフランシスコ　女性

　体育館に避難されている

状況をテレビで拝見し、若

いお母さんが、お子さんの

おむつに困っていらっしゃ

いました。

　サイズがよくわかりませ

んでしたが、早速送らせて

いただきました。

　皆さま、お体には十分お

気をつけください。

　　　長野県長野市　女性

スペースの都合で、一部しか掲載できませ
んでした。本当にありがとうございました。

※ ９ 月 2 4 日 現 在
　の数値です

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
万
６
，
４
７
７
人
の

　

お
一
人
お
ひ
と
り
に
感
謝
い
た
し
ま
す

※

　災害発生以降、町社会

福祉協議会の「きらめき

復興支援センター（８月

末までは災害ボランティ

アセンター）」では、ボ

ランティアの皆さまによ

る被災されたかたへの災

害復旧・復興活動が行わ

れています。

　町内外から数多くのボ

ランティアの皆さまが被

災地を訪れ、被災者一人

ひとりの生活の復旧を支

えてくださいました。

　本当にありがとうござ

いました。

　今後も、復旧・復興活

動にご協力くださいます

ようお願いいたします。



�

若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

支
え
合
っ
て
元
気
を
だ
そ
う

　

被
災
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
必
死
に
努
力
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
１
か
月
が
経
過
し
、
こ
の
時

期
く
ら
い
か
ら
、
皆
さ
ん
に
元
気
が
無
く
な
っ
て

く
る
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
こ
そ
、
お
互
い
に
支
え
あ
っ
て
元

気
を
出
し
て
い
こ
う
と
実
施
し
た
の
が
今
回
の
屋

台
村
で
す
。
姫
路
市
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
姫
路
お

で
ん
」
や
「
夢
そ
ば
」
な
ど
も
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
久
し
ぶ
り
に
多
く
の
笑
顔
と
出
会
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
（
樽
）
に
多
く
の
思
い
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
思
い
が
詰
ま
っ
た
こ
の
樽
は
、

お
互
い
の
支
え
合
い
や
、
町
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 町商工会青年部長

加古原瑞樹さん（上町）

　

が
ん
ば
ろ
う
佐
用
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
町
商
工
会
青
年
部
・
空
き
缶
で
も
う
け

て
も
え
え
会
）
主
催
の
屋
台
村
が
、
９
月
13
日
、
中
町
公
民
館
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
苦

し
み
を
分
か
ち
合
っ
て
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
元
気
を
だ
そ
う
と
行

わ
れ
た
こ
の
催
し
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
い
ま
し
た
。

樽た
る

は
「
支
え
合
い
」
と
「
復
興
」
の
シ
ン
ボ
ル

「
が
ん
ば
ろ
う
佐
用
町
」
と
プ
リ
ン
ト

さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
販
売

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
に
、
復
興
へ
の
思
い
を

書
き
記
す
参
加
者
の
皆
さ
ん
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子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
心
」
に
力
を
届
け
た
い

　

久
崎
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
た
め
に
、
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
員
、
保
護
者
、
先
生
な
ど
合
計
13
人
で
自

発
的
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
た
の
は
３
個
の

た
い
焼
き
。
一
つ
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
に
食
べ

て
も
ら
う
た
め
に
、
残
り
二
つ
は
、
家
族
や
地
域

の
皆
さ
ん
へ
、
お
す
そ
分
け
を
し
て
も
ら
い
、
元

気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

苦
し
い
と
き
で
す
が
、
何
が
一
番
大
切
か
と
言

え
ば
「
心
」
で
す
。
私
た
ち
の
小
さ
な
活
動
が
、

子
ど
も
た
ち
の
「
心
」
に
届
き
、
子
ど
も
た
ち
に

力
を
与
え
、
地
域
が
、
そ
し
て
佐
用
町
が
少
し
で

も
元
気
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
は
地
域
の
元
気

龍野北高校ＰＴＡ会長

岩倉保夫さん（たつの市）

　

９
月
10
日
、
龍
野
北
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
か
た
や
教
師
の
皆
さ
ん
が
、
久
崎
小
学
校
の
児
童
に

焼
き
た
て
の
「
た
い
焼
き
」
約
３
０
０
個
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
同
高
校
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど

も
た
ち
に
優
し
く
声
を
か
け
な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
に
「
た
い
焼
き
」
を
手
渡
し
終
え
た
後
「
子

ど
も
た
ち
が
、
少
し
で
も
元
気
に
な
れ
ば
」
と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

た
い
焼
き
づ
く
り
は
、
約
３
時
間
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た

た
い
焼
き
を
お
い
し
そ
う
に

食
べ
る
子
ど
も
た
ち
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２
日
間
の
募
金
活
動
を
経
て

佐
用
高
校
生
た
ち
か
ら
義
援
金

　９月 15 日、役場町長室で、

佐用高校生徒会長の池田裕美

さんが、同校の生徒を代表し

て、庵逧町長に義援金を手渡

しました。

　この義援金は、佐用高校の

生徒会役員や、ＰＴＡ、同校

職員などの皆さんが、姫路駅

前で９月６日と 12 日に募金

活動を行って集めたものです。

その他、神河町の神崎高校の

生徒の皆さんが集めた募金も

あわせて、手渡しました。

　池田さんは「少しでも町の

お役に立てればと思って活動

しました。また他の高校も集

めていただき、本当に感謝し

ています」と話していました。

　佐用高校の池田さんが義援金を

庵逧町長に手渡したのと同日、同

場所で、上津中学校生徒会長の舟

引勇人くんと、三土中学校生徒会

長の尾崎綾さんが、それぞれの学

校の生徒を代表して、庵逧町長に

義援金を手渡しました。

　上津中学校の義援金は、８月１

日、センターひまわり周辺でＰＴ

Ａの皆さんで毎年行っているバ

ザーの収益金と、生徒会役員で

行った募金活動で集められたもの、

また三土中学校の義援金は、生徒

会役員やＰＴＡの皆さんで募金活

動を通じて集められたものです。

　舟引くんと尾崎さんは「今回の

災害は、信じられなかった。少し

でもお役に立つことができればう

れしいです」と話していました。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
校
内
で
募
金
活
動

上
津
中
と
三
土
中
か
ら
義
援
金

義
援
金
を
手
に
来
庁
し
た
池
田
さ
ん
（
左
か
ら
２
人
目
）

義援金を手に来庁した舟引くん（左から２人
目）と尾崎さん（右から２人目）

子どもたちからのメッセージ

　子どもたちも、町の復旧・復興に向け、自分たちでできることは何かを考え、
被災地での復旧作業活動や、募金活動などのボランティアに取り組んでいます。

少しでも力になりたい
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「4,762」の「思い」 ありがとうございます
　佐用町が受け付けている義援金は、９月 24 日現在で受付件数 4,762、総額１億 3,508 万 2,983
円ものたくさんの「思い」をいただいています。ありがとうございます。
　なお、義援金の受付は次のとおり実施しています。
　■窓口の場合　会計課、各支所・出張所で受け付けています。
　■振込みの場合
　・三井住友銀行    （12月30日（水）まで）・ゆうちょ銀行（来年２月16日（火）まで）
　・西兵庫信用金庫（12月30日（水）まで）・兵庫信用金庫（12月30日（水）まで）
　・兵庫西農協        （12月30日（水）まで）
　■現金書留の場合　「〒679-5380、佐用町佐用2611番地１、佐用町災害対策本部」ま　
　でお願いいたします（来年２月16日（火）まで、救助用現金書留に限り料金が免除）。
　■お問い合わせ　会計課　☎８２－０６６３

■
社
会
福
祉
施
設

・
久
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

当
分
の
間
、
休
館
。

・
上
月
介
護
予
防
施
設
笹
ヶ
丘
ド
ー
ム

　
　

当
分
の
間
、
休
館
。

・
南
光
生
き
が
い
ド
ー
ム

　
　

当
分
の
間
、
使
用
不
可
。

■
地
域
の
福
祉
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

・
久
崎
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　

当
分
の
間
、
休
館
。

■
商
工
観
光
施
設
・
博
物
館
類
似
施
設

・
南
光
自
然
観
察
村

　
　

現
在
、
休
村
中
。

・
笹
ヶ
丘
荘
・
交
流
会
館

　
　

宿
泊
は
一
部
可
。

・
町
昆
虫
館

　

当
分
の
間
、
休
館
。

■
生
涯
学
習
施
設

・
町
立
図
書
館

　
　

９
月
24
日（
木
）か
ら
開
館
中
。

・
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

10
月
１
日
（
木
）
か
ら
開
館
中
。

　
　

※
10
月
中
は
貸
し
館
条
件
あ
り
。

・
西
山
会
館　

使
用
可
。

・
上
月
文
化
会
館
と
上
月
図
書
室

　
　

当
分
の
間
、
休
館
。

■
社
会
体
育
施
設

・
佐
用
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　

当
分
の
間
、
休
館
。

・
上
月
体
育
館
（
ホ
タ
ル
ド
ー
ム
）

　
　

10
月
１
日
（
木
）
か
ら
開
館

　

中
。
ご
み
搬
出
車
が
多
い
た
め
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
平
福
体
育
館

　
　

当
分
の
間
、
休
館
。

・
上
月
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

当
分
の
間
、
使
用
不
可
。

公
共
施
設
の
状
況

■
佐
用
高
年
大
学
各
教
室
・
館
外

　

研
修
を
年
末
ま
で
休
講

■
南
光
歌
舞
伎
ま
つ
り

　
（
10
月
18
日
開
催
予
定
分
）

■
さ
よ
う
文
化
祭　

各
会
場

　
（
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
開

　

催
予
定
分
）

■
第
��
回
佐
用
郡
美
術
展　

　
（
11
月
12
日
～
15
日
開
催
予
定
分
）

■
第
1�
回
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
音
楽
祭

　
（
11
月
15
日
開
催
予
定
分
）

■
第
３
回

　

さ
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

　
（
12
月
13
日
開
催
予
定
分
）

行
事
の
中
止

義援金

■日時　11月１日（日）
　午前９時～午後５時
■場所　南光文化センター
■内容　図画、立体作品、習
　字などの展覧会

町内小中学校
児童生徒美術展覧会を開催
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

ど
ん
な
症
状
な
の
？

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
類
似

　

症
状
は
、
突
然
の
高
熱
、
せ
き
、

の
ど
の
痛
み
、
だ
る
さ
、
鼻
み
ず
・

鼻
づ
ま
り
、
頭
痛
な
ど
で
、
季
節
性

の
も
の
と
類
似
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
痢
な
ど
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

重
症
化
し
や
す
い
の
？

　

ほ
と
ん
ど
が
軽
症
で
回
復

　

ほ
と
ん
ど
の
か
た
が
軽
症
で
回
復

し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
持
病
が
あ
る
か
た
の
な

か
に
は
、
重
症
化
す
る
危
険
性
が
高

い
か
た
が
い
ま
す
。
慢
性
呼
吸
器

疾
患 

・
慢
性
心
疾
患
・
糖
尿
病
な

ど
の
代
謝
性
疾
患
・
腎
機
能
障
害 

・

ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
な
ど
に
よ
る
免
疫

機
能
不
全
の
持
病
が
あ
る
か
た
は
、

予
防
を
し
っ
か
り
行
い
、
人
混
み
を

避
け
る
な
ど
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
妊
婦
・
乳
幼
児
・
高
齢
者
も
、

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
予
防
を
心
が
け
、
発

症
時
の
対
応
に
つ
い
て
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
、
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

発
症
の
疑
い
が
あ
る
と
き
は
？

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
電
話
相
談
を

　

38
度
以
上
の
発
熱
が
あ
り
、
せ
き

や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症
状
を
伴
う

場
合
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
の

あ
る
か
た
も
含
め
、
発
熱
時
に
は
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
電
話

で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と

き
は
、
必
ず
電
話
な
ど
で
事
前
に
連

絡
し
、
受
診
す
る
時
間
や
来
院
時
の

入
り
口
な
ど
に
つ
い
て
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

予
防
方
法
は
？

　

手
洗
い
・
う
が
い
が
基
本

　

手
洗
い
・
う
が
い
を
し
っ
か
り
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
手
洗
い
は
、

外
出
後
だ
け
で
は
な
く
、
頻
繁
に
行

い
ま
し
ょ
う
。
石
け
ん
を
使
っ
て
最

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
、
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
の
暑
さ
と
復
旧
作
業
な

ど
の
疲
れ
か
ら
、
感
染
の
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
で
き
る
限
り
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

予防には、手洗いとうがいの励行を。手は指先、指の間、手首まで洗ってください。
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低
15
秒
以
上
行
い
、
洗
っ
た
後
は
清

潔
な
タ
オ
ル
な
ど
で
水
を
十
分
に
拭

き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
鼻
や
口
な
ど
を
手
で
さ
わ

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

周
囲
に
感
染
の
疑
い
が
あ
る
か
た

が
い
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

感
染
し
て
か
ら
治
療
す
る
よ
り
、

予
防
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
く

だ
さ
い
。

　

感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

周
囲
に
広
げ
な
い
よ
う
注
意

　

同
居
し
て
い
る
家
族
へ
の
感
染
を

確
実
に
予
防
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

【
患
者
の
か
た
は
】

①
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
周
囲
か
ら
離

　

れ
る
、顔
を
そ
ら
せ
、テ
ィ
ッ
シ
ュ

　

な
ど
で
口
や
鼻
を
覆
う
、
覆
っ
た

　

手
は
て
い
ね
い
に
洗
う
、
マ
ス
ク

　

を
着
用
す
る
）
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
処
方
さ
れ
た
薬
は
最
後
ま
で
飲
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

③
十
分
な
水
分
補
給
と
睡
眠
を
心
が

　

け
ま
し
ょ
う
。

【
家
族
の
か
た
は
】

①
手
を
こ
ま
め
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
可
能
で
あ
れ
ば
、
患
者
と
別
の
部

　

屋
で
過
ご
し
、
タ
オ
ル
の
共
用
も

　

や
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
な
る
べ
く
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し

　

ょ
う
。

　

熱
が
下
が
っ
た
ら
？

　

発
症
翌
日
か
ら

　

７
日
目
ま
で
は
外
出
自
粛
を

　

熱
が
下
が
っ
て
も
、
感
染
力
は

残
っ
て
い
ま
す
。

　

周
囲
の
か
た
を
守
る
た
め
、
症
状

が
無
く
な
っ
て
も
、
症
状
が
始
ま
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
７
日
目
ま
で
は
、

で
き
る
だ
け
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ

い
。

 

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

住家の応急修理の支援制度
　住家の応急修理について、次のとおり町が修理の一部を行っています。すでに修理が終わっ

ている場合も、要件が合致すれば対象となりますので、くわしくはご相談ください。

　※応急修理とは、台所、風呂、トイレなどの生活に必要な最小限度の修理をいいます。
■対象者
　①住家が大規模半壊または半壊の被害を受けているかた

　②応急修理を行うことで、避難を要しなくなると見込まれるかたで、次に該当するかた

　　・世帯主（世帯）が、現に避難生活を送り、応急修理を行うことで被害家屋での生活が可能なかた

　　・住家が浸水などで、炊事・排泄・入浴するためのいずれかの箇所が損なわれ、当面の日常

　　　生活が困難なかたで、応急修理を行うことによって、被害家屋で生活が可能なかた

　　・応急仮設住宅（民間賃貸住宅の借上げ、公営住宅の一時入居を含む）を利用しないかた

■修理対象箇所　台所・風呂・トイレ・寝室（箇所ごとに要件があります）。

■基準額　１世帯あたり 52 万円の範囲内で、支払いは町が業者に行います。

■受付期間　10 月 30 日（金）まで　※受付期間を延長しました。ただし、工事は 11 月８日（日）

　までに完了する必要があります。

■お問い合わせ　災害復興対策室　上月相談所　☎８６－８７５５・佐用相談所　☎８２－２４６０

●受付期間は10月�0日（金）まで
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災
害
復
興
対
策
室
を
新
設

　

町
の
早
期
復
旧
・
復
興
の
た
め「
災

害
復
興
対
策
室
」
を
設
置
し
、
上
月

支
所
２
階
と
役
場
第
２
庁
舎
２
階
で

相
談
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
室
は
、
災
害
復
興
事
業
や
関
係

機
関
と
の
調
整
、
広
報
活
動
、
復
興

計
画
の
策
定
、
仮
設
住
宅
、
災
害
義

援
金
の
募
集
や
配
分
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
復
興
に
ま
つ
わ
る
事
業
を
統

括
し
ま
す
。

■
人
事
異
動　
正
規
職
員
の
み
掲
載
、
敬
称
略
。

【
災
害
復
興
対
策
室
】

・
兵
庫
県
か
ら
の
併
任
職
員

◆
復
興
担
当
理
事　

山
田
聖
一
◆
室

長
補
佐　

首
藤
充
良

・
町
職
員

◆
室
長　

長
尾
富
夫
（
財
政
課
長
）

◆
副
室
長　

平
井
隆
樹
（
商
工
観
光

課
副
課
長
）
◆
副
室
長　

久
保
正
彦

（
ま
ち
づ
く
り
課
副
課
長
）
◆
主
幹

　

舟
引
新
（
南
光
支
所
地
域
振
興
課

主
幹
）
◆
主
幹　

森
下
守
（
福
祉
課

主
幹
）◆
室
長
補
佐　

福
本
秀
基（
税

務
課
課
長
補
佐
）
◆
室
長
補
佐　

服

部
憲
靖
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）

◆
室
長
補
佐　

古
市
宏
和
（
財
政
課

課
長
補
佐
）
◆
室
長
補
佐　

三
浦
秀

忠
（
西
は
り
ま
天
文
台
公
園
課
長
補

佐
）
◆
第
１
係
長　

高
見
浩
樹
（
上

月
支
所
地
域
振
興
課
係
長
）
◆
第
２

係
長　

船
曳
英
司
（
教
育
委
員
会
係

長
）
◆
第
３
係
長　

垣
谷
吉
彦
（
消

防
本
部
係
長
）
◆
第
４
係
長　

渡
瀬

和
人
（
三
日
月
支
所
地
域
振
興
課
係

長
）
◆
主
査　

西
田
暁
史
（
健
康
課

主
査
）
◆
主
事　

永
井
裕
也
（
住
民

課
主
事
）

【
そ
の
他
】

◆
総
務
課
長
兼
財
政
課
長　

坪
内
頼

男
（
総
務
課
長
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

災
害
復
興
対
策
室

　

上
月
相
談
所　

☎
86
・
８
７
５
５

　

佐
用
相
談
所　

☎
82
・
２
４
６
０

早
期
の
復
興
を
め
ざ
し

　

台
風
９
号
の
集
中
豪
雨
か
ら
、
気
が

つ
け
ば
、
２
か
月
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
な
お
２
名
の
か
た
が
行

方
不
明
で
辛
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
ご
家
族
の
心
労
を
お
察
し
す
る
と

と
も
に
、
一
刻
も
早
く
見
つ
か
る
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
時
節
柄
、
お
体
を
ご
自
愛
さ
れ
、

元
気
を
取
り
戻
し
て
、
お
仕
事
や
復
旧

活
動
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

仮
設
住
宅
も
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
一

時
宿
泊
所
な
ど
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
の
心
労
が
、
少
し

で
も
軽
減
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
住
宅
の
応
急
修
理
や
支
援
金

の
支
給
な
ど
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
が
少
し
で
も
早
く
安
心
し
た
生

活
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

河
川
の
大
規
模
改
修
を
は
じ
め
、
砂
防

工
事
、
治
山
対
策
な
ど
に
つ
い
て
国
・

県
に
強
く
要
望
を
続
け
る
と
と
も
に
、

復
興
計
画
の
早
期
着
手
と
策
定
に
向
け
、

急
ピ
ッ
チ
で
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
町
民
の
皆
さ
ま
お
一
人

お
ひ
と
り
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
佐
用

町
は
少
し
ず
つ
、
復
旧
・
復
興
へ
の
歩

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
歩

み
に
、
大
き
な
力
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ま
や
救
援
物
資
な
ど
の
支
援
で
す
。

　

本
町
の
復
旧
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は
、
町
内
外
か

ら
１
万
６
千
人
を
超
え
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
の
生
活
の
復
旧
を
根
底
か
ら
支

え
る
と
と
も
に
、
勇
気
と
力
を
与
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
日
の
よ
う
に
届
け
ら
れ
た

救
援
物
資
は
、
食
料
や
水
、
医
薬
品
、

衣
類
、
電
化
製
品
、
自
動
車
な
ど
、
多

種
に
わ
た
り
、
そ
し
て
多
く
の
励
ま
し

の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
か
た
ち
で
、
力
を
与
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と

り
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
応
援
を
力
に
変
え
、
佐
用
町

は
復
旧
か
ら
復
興
に
向
け
て
、
歩
み
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

平
成
21
年
９
月
28
日　

記

復
旧
か
ら
復
興
に
向
け
て
佐
用
町
長　

庵
逧　

典
章
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被
災
者
生
活
復
興
資
金
貸
付
金

申
込
期
限
は
12
月
28
日
（
月
）
ま
で

　

広
報
さ
よ
う
９
月
臨
時
号
２
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
た
貸
付
金
制
度
の
申
し

込
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
融
資
対
象　

住
宅
に
被
害
を
受
け
、

　

床
上
浸
水
以
上
の
り
災
証
明
書
の

　

交
付
を
受
け
た
か
た
、
ま
た
は
自

　

家
用
車
に
被
害
を
受
け
、
被
災
証

　

明
書
の
交
付
を
受
け
た
か
た
な
ど

　
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

■
資
金
使
途　

被
災
家
屋
で
居
住
の

　

用
に
供
す
る
箇
所
の
修
繕
や
、
家

　

具
・
家
電
製
品
な
ど
生
活
必
需
品

　

の
修
理
・
買
い
か
え
、
自
家
用
車

　

の
修
理
・
買
い
か
え
な
ど

■
融
資
額　

３
０
０
万
円

　
（
10
万
円
以
上
、
１
万
円
単
位
）

■
利

率　

無
利
子
（
県
と
町
が

　

利
子
補
給
し
ま
す
）

■
担
保
・
保
証　

無
担
保
・
無
保
証

　
（
申
請
時
に
満
70
歳
以
上
の
か
た

　

は
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要
）

■
必
要
書
類　

①
取
扱
金
融
機
関
の
貸
付
申
込
書　

　
（
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
受

　

け
取
り
く
だ
さ
い
）

②
資
金
の
使
途
申
立
書
（
見
積
書
な

　

ど
も
含
む
）

③
世
帯
全
員
の
記
載
の
あ
る
住
民
票

　

ま
た
は
外
国
人
登
録
済
証
明
書

④
融
資
対
象
者
の
所
得
が
わ
か
る
所

　

得
証
明
書

⑤
り
災
証
明
書
の
写
し

⑥
印
か
ん
登
録
証
明
書　

な
ど

■
申
込
方
法　

必
要
な
書
類
を
整
え

　

て
、
災
害
復
興
対
策
室
で
「
②
資

　

金
の
使
途
申
込
書
」
の
町
確
認
欄

　

に
押
印
を
受
け
、
取
扱
金
融
機
関

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
取
扱
金
融
機
関　

兵
庫
信
用
金
庫
、

　

西
兵
庫
信
用
金
庫
、
淡
陽
信
用
組

　

合
、
兵
庫
西
農
協
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　

災
害
復
興
対
策
室

　
　

上
月
相
談
所
☎
86
・
８
７
５
５

　
　

佐
用
相
談
所
☎
82
・
２
４
６
０

　災害によって床上浸水以上の被害を受け、
り災証明書を所有するＷＩＮＫサービス利
用者は、利用料を１ヶ月免除します。後日、
姫路ケーブルテレビからお知らせがありま
す。また冠水によってＷＩＮＫ設備（ＳＴ
Ｂ、ＨＴ、Ｄ－ＯＮＵ）が故障した場合は、
機器の無償提供を行います（ただし、設置
工事費は有償です）。
　また、被害家屋の解体などによる引込み
線の撤去や移設工事費は、10 月 31 日（土）
まで、無償で町が実施します。
■お問い合わせ
　まちづくり課　☎８２－０６６４

姫路ケーブルテレビ
利用料を１か月免除します

　平成 21 年中に新・増築された家屋を対象
に、家屋評価を行います。
■実施期間　10月～12月ごろまで

【お願い】　未登記家屋の新・増築や取り壊し、
所有権移転をされた場合、それを把握するこ
とは困難です。課税漏れや誤って課税する恐
れがありますので、ご連絡ください。
　またこのたびの水害で、家屋を取り壊され
たかた、新・増築されたかたは、ご連絡をお
願いします。
　すでに登記が完了されたかた、建築確認申
請を提出されたかたは、連絡は不要です。
■お問い合わせ　税務課　☎８２－０６６２

家屋評価にご協力を
家屋解体、新・増築されるかたはご連絡を
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水道料金の減免
　一般住宅と店舗併用住宅は「広報さよう
９月臨時号」でお知らせしましたとおり、
全壊から床上浸水までの「り災証明」を基
に 10 月・11 月請求の超過料金を減免しま
す。
　また居住にあてはまらない店舗・事業所
も、全壊から床上浸水相当までを対象とし
て減免します。
　これらについての申請は必要ありません。
　集会所などの施設も減免となりますが、
減免申請書の提出が必要となります。
　提出先は水道課・住民課・各支所・出張
所になります。
■お問い合わせ
　水道課　☎８６－１２１２

下水道料金の減免
　一般住宅と店舗併用住宅は「広報さよう
９月臨時号」でお知らせしましたとおり、
全壊から床上浸水までの「り災証明」を基
に９月請求全額を減免します。
　また居住にあてはまらない店舗・事業所
も、全壊から床上浸水相当までを対象とし
て減免し、10 月請求以降で調整（9 月請
求で調整済みを除く）します。
　これらについての申請は必要ありません。
集会所などの施設も減免となりますが、減
免申請書の提出が必要となります。
　提出先は下水道課・住民課・各支所・出
張所になります。
■お問い合わせ
　下水道課　☎８６－１２１３

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

財
産
や
資
産
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
場
合
、
同
一
世
帯
内
の
国
民
年
金

加
入
の
か
た
は
、
一
年
間
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
左
の
必
要
書
類
と
印
か
ん
（
本
人
の
場
合

は
不
要
）
を
持
参
の
う
え
、
住
民
課
、
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
免
除
に
よ
っ
て
、
将
来
「
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
」
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対象財産（資産） 損害の程度 確認方法
住宅 半壊以上の損害 町発行の「り災証明書」
住宅以外の建物

おおむね 1/2 以
上の損害

・「被災状況届」（※各担当
窓口に備え付けています）

・自動車は町発行の「被災
証明書」 

家財（自家用車
は家財の一部含む）
宅地
田・畑
家畜
事業用機械など

免除の対象となる被災財産（資産）と損害の程度

免除の内容
項　目 説　　　　明

対象となる被保険者 上記被災財産（資産）を所有する
同一世帯内の全被保険者

対象となる免除の種類 全額免除（申出により1/2、1/4、
3/4免除も可能）

対象となる免除の期間
平成21年7月分から平成22年6月
分（平成21年8月末納期分から1
年分）

※上記財産（資産）のうち、最も損害が大きいものが対象

※すでに 3/4 以下の免除を受けているかたは全額免除も可能です。
※さかのぼって申請することもできます。
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■
災
害
ご
み

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
手
数
料
は

免
除
）。

■
被
災
家
屋
等
解
体
物

　

搬
入
の
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
（
手
数
料
は
免
除
）。
手
続
き

後
に
佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
持
ち
込

み
の
際
、
必
ず
品
目
ご
と
に
分
別
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
災
害
復

興
対
策
室
、
ま
た
は
佐
用
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）。

■
10
月
の
「
災
害
ご
み
」
と
「
被
災

　

家
屋
等
解
体
物
」
搬
入
可
能
日
時

【
曜
日
】　

月
～
土
曜
日
、12
日
（
祝
）

　

は
受
け
入
れ
し
ま
す
。

【
時
間
】　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
日
曜
日
は
休
業
）

※
「
一
般
ご
み
」
の
持
ち
込
み
は
、

　

月
～
金
の
通
常
受
付
時
間
午
前
９

　

時
～
午
後
４
時
30
分
に
限
り
ま
す

　
（
不
燃
物
は
17
日
第
３
土
曜
日
も

　

可
）。

　
　

11
月
か
ら
は
、
災
害
ご
み
な
ど

　

に
つ
い
て
も
、
通
常
受
付
時
間
内

　

の
持
ち
込
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

■
「
粗
大
ご
み
」
収
集
の
中
止

　

年
２
回
春
と
秋
に
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
、
粗
大
ご
み
収
集
に
つ
い
て

は
、
今
秋
の
収
集
を
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
２
９
３

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

災
害
ご
み
な
ど
の
処
理
に
つ
い
て

無料法律相談
　県弁護士会主催の法律相談が無料（ただ
し、台風９号の集中豪雨による災害をめぐ
る法律相談に限る）で、今年末まで行われ
ています。弁護士のかたが、損害賠償、保
険金請求、借地借家問題や土地の境界問題
の相談に応じます。相談は予約制です。
■実施日時　第１、第３火曜日
　　　　　　午後１時 30 分～午後４時 30 分
■実施場所　宍粟防災センター
　　　　　　（宍粟市山崎町）
■予　　約　平日の午前９時 30 分～正午、午
　後１時～午後４時に下記へ連絡してください。
■予約・お問い合わせ
　兵庫県弁護士会総合法律相談所　
　　☎０７８（３５１）１２３３

無料登記相談
■実施日時　10 月 31 日（土）
　　　　　　11 月  １日（日）
　　　　　　午前 10 時～午後３時
■実施場所　さよう文化情報センター
■相談内容　権利・土地・建物などの登記
　に関すること、土地の境界問題、土地の
　利用に関すること、自動車の登録などに
　関することなど
■相談対応機関
　兵庫県司法書士会
　兵庫県土地家屋調査士会
　兵庫県行政書士会
■お問い合わせ
　兵庫県行政書士会西播支部
　　☎０７９１（７２）２１５１
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私たちの代表を決める大切な選挙です

投票日 日月10 25日 投票時間 午前　時～午後　時
　投票日当日、仕事、買い物、レジャーなどの予定があるかたは、期日前投票をすること
ができます。

■期日前投票の場所と期間

　■お問い合わせ　佐用町選挙管理委員会事務局（総務課）☎８２－２５４９

期日前投票所 投票可能期間と対象

南光支所
  期間はさよう文化情報センターと同じ
  午前８時 30 分～午後８時
  対象：旧南光町域に住所を有するかた

三日月支所
  期間はさよう文化情報センターと同じ
  午前８時 30 分～午後８時
  対象：旧三日月町域に住所を有するかた

三河出張所
  10月23日（金）～24日（土）
  午前８時 30 分～午後５時
  対象：旧南光町域に住所を有するかた

期日前投票所 投票可能期間と対象

  さよう文化
  情報センター

  10月21日（水）～10月24日（土）
  午前８時 30 分～午後８時
  対象：全ての町民のみなさん

上月支所
  期間はさよう文化情報センターと同じ
  午前８時 30 分～午後８時
  対象：旧上月町域に住所を有するかた

７ ８
佐用町長選挙

すくすく健康相談（平成21年４月生まれ）
　　  10月９日（金）13：30～

ヨチヨチ健康相談（平成20年10月生まれ）
　　  10月16日（金）13：30～

１歳６か月児健診
　（平成20年２月～平成20年３月生まれ）
　　  10月20日（火）13：00～

４か月児健診（平成21年６月生まれ）
　　  10月26日（月）13：30～

０歳児クラス（２か月～１歳未満）
　　  11月２日（月）
　　 ２か月～６か月児　　10：00～11：30
　　 ７か月～１歳未満児　10：30～正午

すてきなママになるための教室（妊婦）
　　  11月２日（月）９：30～

ぱくぱく離乳食教室 

　（すくすく健康相談後～１歳６か月未満）
　　  11月５日（木）10：00～
■お問い合わせ
　健康課　☎８７－８０２０

赤ちゃんとママの行事

　災害時には、被災した家屋の修繕など、悪
質商法のトラブルが多発します。災害に便乗
した勧誘に、くれぐれもご注意ください。困っ
たときはお早めにご相談ください。

悪  質  商  法
災害後、ご注意ください

■お問い合わせ
　商工観光課　☎８２－０６７０

ポリオワクチン投与日程
■11月５日（木)　南光文化センター

■11月12日（木)　上月保健福祉センター

■11月19日（木)　佐用保健センター

　いずれも午後２時～午後３時

【注意事項】

　ポリオ予診票 ( 白色 )、母子健康手帳を持参し、

都合の良い会場へ時間厳守でおこしください。

■お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０
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播
磨
科
学
公
園
都
市
線
を
新
設

10
月
１
日
か
ら
路
線
バ
ス
運
行

　

JR
三
日
月
駅
か
ら
播
磨
科
学
公
園
都
市
へ
の
路
線
バ
ス

の
試
験
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
県
立
大
附
属
中
学
校
・
高

校
へ
の
通
学
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
日
曜
日
、

祝
日
は
運
休
し
ま
す
。

三日月駅 7:20 9:10 17:15
弦谷橋 7:24 9:14 17:19
ひょうご
環境体験館 7:30 9:20 17:25

途中の停留所省略
県立大
附属高校前 7:43 9:33 17:38

テクノ大橋北 7:45 9:35 17:40

テクノ大橋北 12:35 16:35 18:25
県立大
附属高校前 12:37 16:37 18:27

途中の停留所省略
ひょうご
環境体験館 12:50 16:50 18:40

弦谷橋 12:55 16:55 18:45
三日月駅 13:00 17:00 18:50

【三日月→播磨科学公園都市】

【播磨科学公園都市→三日月】

■
お
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
82
・
０
６
６
４

お誕生おめでとう
７月 21 日から９月 10 日届出分　敬称略

９月10日現在（　）内は７月比人のうごき
　人　口　２０，３８３人（－７３）
　　　　　男 　９，７４０人   （－２６）
　　　　　女 １０，６４３人   （－４７）

　世帯数　　７，２５０戸（－２１）

　移動状況
      出生　１５人　死亡 　５４人
      転入　３６人　転出 　７０人

お悔やみ申し上げます ７月21日から９月10日届出分　敬称略

兵庫県最低賃金
　10 月８日から適用さ
れます。
　兵庫県内の事業場で
働くすべての労働者に
ついて、下記の最低賃
金が適用されます。

721円
■お問い合わせ
　商工観光課
　☎８２－０６７０

時間額



　佐用町、龍野健康福祉事務所、姫路こども

家庭センターでは、社会福祉協議会などの協

力を得て、毎年正月短期里子事業を実施し、

今年で 52 回目を迎えます。

　短期里子の希望者全員が、温かい家庭の正

月を体験できるようボランティアとしての里

親を募集いたします。

　希望されるかたは、福祉課までご連絡くだ

さい。

■短期里子の目的

　児童養護施設の児童を家庭であずかり、正

月の雰囲気のなかでふれあいを高めるととも

に、児童の健全育成と里親の開拓をはかる。

■実施期間

　12月28日（月）～来年１月４日（月）

■申込締切　10月23日（金）

■申し込み・お問い合わせ

　福祉課　☎８２－０６６１

正月短期里親の募集

西播磨高原都市計画区域マスタープラン
説明会・公聴会の開催

■お問い合わせ　兵庫県都市計画課
　☎０７８（３６２）３５７８

　西播磨高原都市計画区域マスタープラ
ンの見直し案について説明会およびび公
聴会を次のとおり開催します。
■説明会・公聴会　
　11月９日(月)午前10時～　
　西播磨総合庁舎 1 階大会議室
■素案閲覧場所
　兵庫県都市計画課および佐用町建設課

（県都市計画課 HP でも閲覧可）
■公述申出期間
　10月６日（火）～10月30日（金）　

◆
豪
雨
数
日
後
の
夕
方
、
泥
か
き
作

業
中
、
ふ
と
見
上
げ
る
と
、
空
に
虹

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
全
身
汗
と

泥
に
ま
み
れ
な
が
ら
、
虹
を
眺
め
、

言
い
よ
う
の
無
い
む
な
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
私
は
、
そ
の

虹
か
ら
、
希
望
を
感
じ
と
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
◆
先
日
、
救

援
物
資
と
と
も
に
届
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
綴
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
読
む
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
１
、２
通
ほ
ど

目
を
通
す
と
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
涙
が
あ
ふ
れ
出
ま
し
た
。
佐
用

町
の
状
況
に
心
を
痛
め
、
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
お
一
人
お
ひ
と
り
の
思
い
を
か

み
し
め
る
と
、
現
状
を
受
け
止
め
、

　

編
集
後
記

前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
と
同
時
に
、
寄
せ
ら
れ
た
思
い

を
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
、

届
け
た
い
と
い
う
思
い
に
か
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
少
し
で
も

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
力
に
な
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
◆

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

大
災
害
。
あ
の
日
か
ら
、
心
の
時
計

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
た
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

様
々
な
応
援
や
支
援
、
そ
し
て
支
え

合
い
の
な
か
で
、
苦
し
み
や
悲
し
み

を
少
し
ず
つ
乗
り
越
え
て
、
い
つ
の

日
か
、町
民
の
皆
さ
ま
全
員
の
心
に
、

大
き
な
希
望
の
虹
が
か
か
る
こ
と

を
、
強
く
強
く
信
じ
て
い
ま
す
。
Ⓗ

　公務扶助料や遺族年金などを受けていたか

たが、平成 17 年４月１日から平成 21 年３

月 31 日の間に亡くなるなど、平成 21 年４

月１日時点で公務扶助や遺族年金などの受給

権者がいない場合、第９回特別弔慰金として

額面 24 万円、６年償還の記名国債が支給さ

れます。

　対象者には、厚生労働省から７月に通知が

されていますので、福祉課で手続きをお願い

します。

■請求期間

　請求期間は平成24年４月２日までとなっ

ています。請求期間を過ぎると時効によって

消滅し、特別弔慰金を受けることができなく

なりますので、ご注意ください。

■お問い合わせ

　福祉課　☎８２－０６６１

戦没者遺族　特別弔慰金の支給


